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正し
い知識

で確実な防除を…

AGRI INFORMATION

あ
ぐ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

11〜1
2月の作業
ながみね

う  

め

   

●
土
作
り

梅
の
高
品
質
生
産
を
行
え
る
よ
う
健
全
な

樹
を
作
る
に
は
、
ま
ず
土
作
り
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
梅
の
樹
は
、
12
月
下
旬
か
ら
根
の

活
動
が
始
ま
る
為
、
11
月
～
12
月
に
か
け
て

土
作
り
を
す
る
の
が
最
適
で
す
。
梅
は
特
に

酸
性
土
壌
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
ｐ
Ｈ
６
以
下

の
園
で
は
石
灰
質
資
材
を
施
用
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
整
枝
・
剪
定

《
基
本
樹
形
は
開
心
自
然
形
》

主
幹
か
ら
主
枝
を
２
～
３
本
設
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
主
枝
に
２
～
３
本
の
亜
主
枝
を
設
置

し
ま
す
。

剪
定
手
順
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

措
を
行
っ
て
下
さ
い
。

浮
皮
果
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
強
め
の
予

措
を
行
い
、
早
期
出
荷
を

し
て
下
さ
い
。

＊
秋
肥

秋
肥
は
翌
年
の
発
芽
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
欠
か
せ

な
い
も
の
で
、
隔
年
結
果

是
正
に
非
常
に
重
要
で
す
。

地
温
が
12
℃
以
下
に
な
る

と
根
の
養
分
吸
収
力
が
低

下
し
て
秋
肥
の
効
果
が
低

減
し
ま
す
。
ま
だ
施
用
し

て
い
な
い
園
で
は
、
早
急

に
施
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

早
生
で
は
10
ａ
当
た
り

Ｎ
成
分
で
10
～
12
㎏
、
普

通
で
は
10
ａ
当
た
り
Ｎ
成

分
で
12
～
14
㎏
施
用
し
て

下
さ
い
。

＊
樹
勢
回
復
対
策

着
果
量
の
多
か
っ
た
樹

や
、
マ
ル
チ
栽
培
な
ど
で

樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
樹
、
来
年
ベ
タ
花
が
予

想
さ
れ
る
樹
に
は
、
収
穫
後
に
尿
素
等
チ
ッ

素
系
液
肥
の
葉
面
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

（
尿
素
500
倍
又
は
、
フ
ァ
イ
ン
千
代
田
1000

倍
を
使
用
し
、
展
着
剤
１
０
，
０
０
０
倍
を

加
用
す
る
。）

＊
ヘ
タ
落
ち
防
止

中
晩
柑
類
に
対
し
、
ヘ
タ
落
ち
防
止
と
し

て
マ
デ
ッ
ク
Ｅ
Ｗ
2000
～
3000
倍
と
展
着
剤
を
加

用
し
て
散
布
し
て
下
さ
い
。

散
布
方
法
は
、
果
梗
部
中
心
に
葉
先
か
ら

し
た
た
り
落
ち
な
い
程
度
に
散
布
し
て
下
さ

い
。

●
苗
木
の
植
え
付
け

落
葉
果
樹
の
苗
木
の
植
え
付
け
の
適
期
は
、

11
月
～
12
月
に
な
り
ま
す
。
老
木
樹
及
び
不

良
品
種
の
改
植
、
受
粉
樹
不
足
園
へ
の
補
植

を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
植
え
付
け
後
は
乾

燥
を
防
ぐ
た
め
敷
き
藁
や
堆
肥
等
を
施
用
し

潅
水
を
し
て
下
さ
い
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

浦　

健
士

み
か
ん

●
管
理
作
業

＊
収
穫
と
予
措

★
収
穫
作
業

品
質
基
準
（
糖
度
・
酸
度
・
着
色
等
）
を

良
く
確
認
し
、
適
期
収
穫
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
腐
敗
果
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
家

庭
選
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
時
は
以
下
の
項
目
に
注
意
し
、
腐
敗

果
の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
雨
採
り
や
露
の
あ
る
状
態
で
収
穫
し
な
い
。

②
ハ
サ
ミ
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

収
穫
カ
ゴ
か
ら
コ
ン
テ
ナ
へ
の
あ
け
か
え

は
ゆ
っ
く
り
行
い
、
強
い
落
下
を
さ
せ
た

り
し
な
い
。

③
ホ
ゾ
高
に
注
意
し
、
二
度
切
り
す
る
。

④
収
穫
前
に
は
腐
敗
防
止
剤
の
散
布
を
徹
底

す
る
。

★
予
措

貯
蔵
前
の
予
措
は
、
風
通
し
の
良
い
日
陰

に
１
～
２
週
間
お
き
、
１
～
２
月
出
荷
の
場

合
は
、
減
量
率
３
～
４
％
に
し
、
長
期
貯
蔵

又
は
、
青
島
や
大
津
４
号
と
い
っ
た
高
糖
系

温
州
の
場
合
は
、
こ
れ
よ
り
や
や
強
め
の
予

①
全
体
を
見
渡
し
て
、
主
枝
を
２
～
３
本
に

決
め
る
。

②
不
必
要
な
徒
長
枝
・
太
い
立
ち
枝
を
取
り

除
く
。

③
２
～
３
本
に
決
め
た
主
枝
の
先
端
か
ら
順

番
に
不
必
要
な
枝
を
取
り
除
く
。
主
枝
の

先
端
は
強
く
切
り
返
す
。

④
側
枝
は
、
主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
か
ら
見

て
三
角
形
に
な
る
よ
う
に
配
置
す
る
。
側

枝
は
３
～
４
年
で
更
新
す
る
。

⑤
側
枝
や
結
果
枝
の
予
備
枝
を
作
る
。
緑
色

の
充
実
し
た
50
㎝
程
度
の
新
梢
を
切
り
返

す
。

太
枝
の
横
か
ら
出
て
い
る
徒
長
枝
な
ど
も

　

利
用
す
る
。

⑥
樹
勢
の
強
弱
に
合
わ
せ
た
剪
定
を
す
る
。

強
い
木
は
弱
め
に
、
弱
い
木
は
強
め
に
剪

定
し
て
下
さ
い
。

果実腐敗の防止

ベルクート（水） 2,000倍 前日/3回 前日/2回 ベンレートは収穫
3日前、トップジン
は14日前頃の散
布が好ましい。

トップジン（水） 2,000倍 前日/5回 前日/5回

ベンレート（水） 4,000倍 前日/4回 前日/2回
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AGRI INFORMATION  ［11～12月の作業］

●
寒
害
対
策

山
椒
の
苗
木
は
寒
害
や
霜
害
に
特
に
弱
く
、

芽
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で
枯
死
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
幼
木
で
冷
気
の
た
ま
り
や
す
い

園
地
で
は
、
ワ
ラ
な
ど
を
樹
に
巻
き
つ
け
、

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
防
除

12
月
は
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
時
期
で

す
。
機
械
油
乳
剤
95
の
14
倍
を
樹
全
体
に
散

布
し
て
下
さ
い
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
樹
勢
を

低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
排
泄
物
が
こ
う

や
く
病
の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

散
布
の
際
は
、
凍
害
防
止
の
た
め
翌
朝
の

最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
な

日
を
選
ん
で
、
出
来
る
だ
け
午
前
中
か
ら
散

布
を
行
い
、
日
暮
れ
に
は
乾
い
た
状
態
と
な

る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

上
森　

悠
平

山  

椒

●
樹
の
生
理

こ
の
時
期
に
結
果
母
枝
を
観
察
す
る
こ
と

で
、
芽
の
充
実
具
合
が
わ
か
り
ま
す
。
太
く
、

節
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
母
枝
が
主
枝
の
基
部

ま
で
あ
る
も
の
は
翌
年
の
収
量
が
望
め
ま
す
。

逆
に
各
枝
の
先
端
部
だ
け
に
母
枝
が
集
中
し

て
い
る
樹
は
粒
数
が
少
な
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

か  

き

●
剪
定

冬
季
の
剪
定
で
樹
形
の
見
直
し
、
樹
勢
維

持
を
意
識
し
園
内
の
日
照
不
足
改
善
や
高
品

質
な
果
実
を
生
産
す
る
た
め
、
充
実
し
た
結

果
母
枝
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
剪
定
の
手
順

手
順
は
ま
ず
、
園
内
の
樹
間
を
見
て
、
密

植
園
で
は
縮
伐
・
間
伐
を
行
い
、
そ
の
後
、

主
枝
を
決
め
主
枝
の
先
端
か
ら
順
に
亜
主
枝
、

側
枝
へ
と
剪
定
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
側
枝
の
配
置

側
枝
は
、
主
枝
、
亜
主
枝
の
先
端
を
頂
点

と
し
て
二
等
辺
三
角
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
配

置
し
て
下
さ
い
。

側
枝
は
３
、
４
年
程
度
で
更
新
し
、
基
部

か
ら
切
除
す
る
こ
と
で
翌
春
に
新
梢
が
発
生

し
ま
す
。
発
生
し
た
新
梢
は
主
に
斜
め
上
も

し
く
は
横
向
き
の
も
の
を
結
果
枝
と
し
て
使

用
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
切
り
口
に
は
傷
口
を
保
護
す
る
た

め
、
ゆ
合
剤
を
塗
布
し
て
下
さ
い
。

●
耕
種
的
防
除

炭
そ
病
は
枝
等
の
残
渣
に
菌
が
潜
伏
す
る

た
め
、
落
葉
と
剪
定
枝
は
園
外
へ
持
ち
出
し

て
園
内
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
が
け
て
下
さ

い
。ま

た
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
越
冬
密
度
を

下
げ
る
た
め
、
粗
皮
削
り
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
土
づ
く
り

12
月
～
３
月
に
10
ａ
あ
た
り
堆
肥
1t
以
上

ま
た
は
、
ア
ヅ
ミ
ン
を
３
袋
施
用
し
て
下
さ

い
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

坪
井　

雅
弘

＊
果
実
腐
敗
の
防
止

果
実
腐
敗
防
止
剤
の
散
布
を
徹
底
し
て
行

っ
て
下
さ
い
。

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
2000
倍
（
み
か
ん
前

日
／
５
回
、
柑
橘
類
前
日
／
５
回
）

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
4000
倍
（
み
か
ん
前
日

／
４
回
、
柑
橘
類
前
日
／
２
回
）

ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤 
2000
倍
（
み
か
ん
前

日
／
３
回
、
柑
橘
類
前
日
／
２
回
）

※
展
着
剤
を
加
用
す
る
と
果
実
腐
敗
抑
制
効

果
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
期

貯
蔵
の
場
合
、
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
500
～
1000
倍
で

加
用
す
る
と
効
果
が
高
ま
る
。

し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

吉
田　

侑
生
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ながみね地域版

９
月
21
日
、
第
１
回
Ｊ
Ａ
共
済
旗
学
童
軟
式

野
球
海
南
海
草
支
部
大
会
開
会
式
を
海
南
市
民

運
動
場
で
開
催
し
、
海
南
市
・
紀
美
野
町
か
ら

６
チ
ー
ム
が
集
ま
り
ま
し
た
。
大
会
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

９
月
28
日
の
決
勝
戦
は
、「
加
茂
仲
良
し
ク

ラ
ブ
」
と
「
大
野
内
海
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が

対
戦
し
、
試
合
の
結
果
、「
加
茂
仲
良
し
ク
ラ

ブ
」
が
４
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
海
南
海
草
支
部
予
選
を
兼
ね
て

お
り
、
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
は
地
区
を
代
表

し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第1回 ＪＡ共済旗
学童軟式野球海南海草支部大会

岡野本部長による開会の挨拶

山本副本部長による始球式

特 集

準優勝の大野内海スポーツ少年団

優勝した加茂仲良しクラブ

翼
ほ
が
ら
か
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

加
茂
仲
良
し
ク
ラ
ブ

亀
川
・
東
海
南

　合
同
チ
ー
ム

野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

大
野
内
海
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

黒
江
日
方
野
球
ク
ラ
ブ

00 1177 55

55 1133 1010

00 44

加茂仲良しクラブ
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10
月
15
日
、
み
か
ん
の
収
穫
体
験
を

行
い
、
管
内
小
学
校
９
校
か
ら
２
７
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
主
の
新
谷
武

一
さ
ん
か
ら
、
み
か
ん
の
歴
史
や
採
り

方
、
美
味
し
い
み
か
ん
の
見
分
け
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。
今
回
、
収
穫
し
た
品

種
は
「
ゆ
ら
早
生
」
で
、
児
童
達
は
採

集
鋏
と
ナ
イ
ロ
ン
袋
を
持
っ
て
一
つ
一

つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
み
か
ん
が
果
物

の
中
で
一
番
好
き
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん

採
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
帰
っ
て
家
族
み

ん
な
で
食
べ
る
の
が
楽
し
み
！
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

10
月
16
日
、「
国
消
国
産
の
日
」
と
し
て

県
下
一
斉
で
街
頭
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
し

た
。な

が
み
ね
地
域
本
部
で
は
、
岡
野
本
部

長
が
と
れ
た
て
広
場
で
、
そ
の
他
各
支
店
、

セ
ン
タ
ー
に
て
国
消
国
産
チ
ラ
シ
や
ウ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
資
材
を
配
布
し

ま
し
た
。

国
消
国
産
と
は
、「
国
民
が
必
要
と
し
て

消
費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
国

で
生
産
す
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
国

産
の
野
菜
や
果
物
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
で

農
業
を
応
援
し
、
豊
か
な
「
食
」
を
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
消
国
産
Ｐ
Ｒ
活
動
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

み
か
ん
収
穫
体
験

国
消
国
産
の
日

みかんの採り方の説明

みかんの歴史を話す様子 みかんを収穫する児童

とれたて広場でPR活動する様子
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■紀美野営農生活センター　TEL.495・2331　■野上サブセンター　TEL.489・2015　■海南営農生活センター　TEL.487・1935
■しもつ営農生活センター　TEL.492・1413　■とれたて広場　　　TEL.487・0900

ながみね地域版

組合員のみなさまへ…とれたて広場情報

※農産物等の出荷状況などでイベントスケジュールに変更ある場合があります。
※その他、毎週イベント広場は旬の農産物中心にイベントを開催します。

■営業時間 ： ９：００～１７：００　■定休日･･･毎週水曜日

最新情報（イベント情報・営業時間等）は
とれたて広場のブログをご覧ください。

とれたて広場ブログ

JA直売所に貼ってあるポスターの二次元コード
を読み取るだけでスタンプが取得できます!
スタンプを2つ以上集めたら、47都道府県の
賞品から好きなものを選んで応募しよう!

https://www.asahi.com/ads/nogizaka46ja/kokushokokusancp25/

直売所に行ってスタンプを集めよう!!スタンプ集
詳しくはサイトを
チェックしてね!!

講習会の様子

し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
は
10
月

14
日
、
し
も
つ
蔵
夢
選
果
場
に
て
自
家

選
別
講
習
会
を
開
催
し
、
下
津
柑
橘
部

会
会
員
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
着
色
基
準
や
出

荷
基
準
に
バ
ラ
つ
き
を
無
く
し
、
統
一

を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
同
セ
ン
タ
ー
の
営
農
指
導
員

お
よ
び
販
売
担
当
者
が
行
い
、
病
害
虫

の
防
除
・
収
穫
ま
で
の
注
意
点
・
販
売

状
況
な
ど
説
明
し
、
今
回
参
加
し
た
出

荷
者
の
方
々
は
熱
心
に
果
実
を
確
認
し

ま
し
た
。

自
家
選
別
講
習
会
開
催

開催日 イベント

11月15日（土）～16日（日） 提携ファーマーズ物産展
ご当地の農産物店頭販売！！

11月22日（土）

提携ファーマーズ
JAフレーク滋賀『おうみんち』祭り
『おうみんち』の担当者による対面販売！！
滋賀県産の新米はもちろん、滋賀県の
特産品の特売にご期待ください。

11月23日（日）～24日（月） 収穫祭！！
地場産農産物店頭販売！！

11月29日（土）～30日（日） 提携ファーマーズ物産展
ご当地の農産物店頭販売！！

12月  6日（土）～  7日（日）

お歳暮フェア
みかんや柿など贈答用商品の
全国送料一律キャンペーンを開催！
期間中の贈り物のお買いものは
是非とれたて広場をご利用ください。

12月13日（土）～14日（日） 収穫祭！！
地場産農産物店頭販売！！

12月20日（土）～21日（日） 提携ファーマーズ物産展
ご当地の農産物店頭販売！！

12月25日（木） クリスマスイベント

12月30日（火） 売り納め

・土曜・日曜・祝祭日は、
大人気『石焼き芋』の販売日！！

11月〜12月のイベント情報

ごゆっくりお買い物をお楽しみ下さい。
☎ 487-0900

定休日

毎週水曜日とさせていただきます。

ごゆっくりお買い物をお楽しみ下さい
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●ながみね地域本部　 ●〒642-0022　和歌山県海南市大野中718-1　TEL.073・482・6131　FAX.073・482・9246
■海南東支店　TEL.487・0300　■海南西支店　TEL.482・3215　■野上支店　TEL.489・2015　■しもつ支店　TEL.492・1131

〇〇さん家
ち

のペット
～紀美野管内「段木 進悟」さん家～

冬の朝、屋根や木の葉、車のボンネットなどが霜で白くな
っていることがあります。よく晴れていて風が弱い夜には水蒸
気が氷の結晶になり霜が降りるので、気温が0度以下になる
ことも必要です。
アメダスの温度計は、地面から1・5mの高さにあり、予想

気温もその高さになります。よく晴れて風が弱い夜には、地
面付近はもっと気温が低くなります。予想最低気温が5度以
下なら、霜が降りる可能性があります。窓に霜が付くこともあ
ります。窓に咲く花のようで、「霜華（しもばな）」とも呼ばれ
ます。霜華が車のフロントガラスにできると、出かけられず困
りますね。でも、早く溶かすために
熱湯をかけてはいけません。フロン
トガラスを傷めてしまいます。30度
くらいのお湯をかけたり、解氷スプ
レーをかけたりしてください。穏やか
に晴れた夜、冷え込む予報が出たら、
あらかじめフロントガラスに毛布をか
けるなどの対策をすると良さそうです。

　　　霜化粧

お天気カレンダー
気象予報士

檜山 靖洋

さつまいものヨーグルトあえ

女性会の台所Wom
en's Association Kitchen

［担 当］
巽支部 今月の

おすすめ一品
～さつまいも編～

皆様のご家庭で簡単に楽しめるサラダです。
さつまいもとレーズンを使う料理でヨーグルトとマヨネーズのお味
はとてもおいしいです。一度作ってみてください。
　巽支部では、来年の干支（馬）の飾りを押絵で行います。
食事会も予定しています。皆様ご参加をお願いします。

【お問合せ先】
海南営農生活センター ☎073－487－1935

＊＊＊女性会巽支部より一言＊＊＊

　～次回の「とれたて広場の1品」は “柿” です。女性会野上支部がご紹介します！～

□さつまいも1本........ 200ｇ
□レーズン..............大さじ2
□りんご....................... 30ｇ
・プレーンヨーグルト（無糖）
..............................大さじ３
  (水分の少ないギリシャ
　ヨーグルトがおすすめ)
・マヨネーズ ...大さじ１と１/2
□塩..............................少々

材料（２̃3人分）
さつまいもは皮をむき、大きめの乱切りにし、水に
サッとさらし水気を切ります。

水気の切ったさつまいもを鍋に入れ、さつまいも
がかぶるくらいの水と塩小さじ１を加えて中火に
かけます。

沸騰したら弱火にし７~８分ゆでレーズンを加えす
ぐにザルに上げる。塩少々をふり粗熱を取ります。

ボウルにⒶをいれ、よくまぜ③を加えて和えます。
リンゴをいちょう切りにし加えて出来上がり。

作り方
1

2

3

4

5

Ⓐ

ルカ（3か月）
段木家には２歳になる「カラ」（叔母犬）を飼っています。

カラだけではかわいそうなので「ルカ」を1ヵ月前に迎え
いれました。
ルカの名前の由来はイタリア語で「光をもたらす者」か

ら名付けたそうです。性格はとても甘えん坊。クンクンと
甘えた仕草を見せ抱っこをされるのが大好き。でも抱っこ
をされるとすぐに寝てしまうそうです。また自分の尻尾で
じゃれ遊んでいる姿がたまらなくかわいいそうです。段木
さんはカラとルカの存在は「癒しであり、安らぎを与えて
くれる大切な家族」と話されていました。
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